
あいち産業科学技術総合センターニュース 2026年 2 月号 

- 5 - 

 

１．はじめに 

 近年、循環資源である木材の有効活用が求め

られています。国産木材の多くを占めるスギや

ヒノキでは、表面硬度が低く傷がつきやすいこ

とが、家具材や床材へ用途拡大する上での妨げ

となっていました。表面硬度を高めるため、木

材を圧縮して密度を高める手法(圧密加工)や樹

脂を含浸する手法が提案されてきましたが、コ

スト面等に課題がありました。 

 そこで、硬さが必要となる表層部分のみを圧

密し、表面硬度と高い歩留まりを両立する表層

圧密化について検討しました。 

２．クエン酸を用いた表層圧密化手法 

 UV レーザで木材表面に微細孔を開けること

(レーザマイクロインサイジング)で液体浸透性を

高め、そこにクエン酸溶液を塗布した後に熱プ

レスを行い、液体が浸透している表層のみを選

択的に圧縮することを試みました(図１)。 

 一般に、圧縮した木材は水分等に触れること

で変形が回復し、元の形状に戻ってしまうこと

が課題となります。本手法では、クエン酸溶液

を用いることで、熱プレス時に木材内で化学的

な結合が形成され、変形が元に戻らないよう固

定する働きが期待されます。この手法は合成樹

脂を使用しません。 

 本手法を用いて、20mm厚のスギ材を 17mm

まで圧縮しました。孔数は 1cm2あたり 100個、

プレス条件は 140℃・1時間としました。なお、

溶液の浸透性を高めるため、イソプロピルアル

コール(IPA)の添加を併用しました。 

 処理後の木材は表面硬度(ブリネル硬さ)と、変

形回復率(常温の水に 24 時間浸けた時にどれだ

け圧縮が元に戻るか)で評価しました。 

３．硬度向上と変形固定の結果 

 各試験条件での単位面積当たりの表面硬度、

変形回復率を図２に示します。水のみを塗布し

プレスした場合でも未加工スギ材より表面硬度

は高くなりますが、IPA を添加した条件では溶

液を塗布した際の浸透量が増加したことで、表

層部分が選択的に圧縮されやすくなって、より

高い表面硬度が得られています。また、溶液中

のクエン酸濃度が高くなるにつれ、表面硬度が

さらに向上するとともに変形回復量が小さくな

り、圧縮した状態を保てるようになっているこ

とがわかります。クエン酸濃度を 20%とした条

件においては、家具材として広く用いられてい

るブナ材に近い表面硬度が得られています。 

 なお、本手法の処理によってスギ材の色味が

変化し、褐色が強くなる傾向が見られました(図

３)。家具等に利用する際には、この特徴的な風

合いを活かす使い方も考えられます。 

４．おわりに 

 産業技術センターでは、木材・木質材料に関

する技術相談・依頼試験を幅広く実施していま

す。お気軽にお問合せください。 

図１ 表層を圧密する手法の概要 
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図２ クエン酸濃度及び IPAの有無による表面硬度・変形回復率の変化 

図３ 色味の変化 
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